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1.	 はじめに

わが国の海岸では、離岸堤や突堤で波浪や海浜流を制御

した海域に砂浜を造成することにより、海岸防護に加え、

利用にも配慮した面的防護方式による人工海浜整備が進め

られている。これにより、水辺が市民に開放されることと

なったが、その実情をみると、人工海浜は埋立地や道路の

地先に整備されることが多いため、海象条件が厳しく、砂

が流出してしまう事例が散見される。また、これらの対策

工として、沖合に堅固な海岸構造物を設置することにより、

砂の流出は阻止できるものの、人工海浜内の海水交換が阻

害され、藻、海草の異常発生や水質の汚濁など、環境や景

観を悪化させてしまう別の問題が生じてしまった例もみら

れる。こうした地域の気候や自然条件に馴染まない人工海

浜では、次第に来訪者や地域住民の足が遠のき、利用者の

減少に伴い、荒廃した姿を晒している。このように、人工

海浜の整備では防護、環境、利用がトレードオフの関係に

あるため、計画時に関係主体と綿密に調整を図るとともに、

施工しながらこれらを調和させた一つの空間として仕上げ

ていく整備手法を構築すべきと考える。

本稿では、防護、環境と利用を調和させた人工海浜の整

備方策として、筆者らが担当した業務で提案したモニタリ

ング型の段階的整備手法について報告する。

2.	 段階的な空間形成手法

国土形成における段階的な空間整備事例としては、自然

的な河川景観を形成するために、河川景観の全体像を設定
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して護岸・堤防を整備し、植栽や微地形（高水敷のアンジュ

レーション）は、施工段階で全体の形を見極めながらディ

テールをデザインした例 1）がある。この事例では基本計画

に基づき工区ごとに順次施工していく従来の整備手法と異

なり、施工段階までデザイン行為を及ばせる非決定的なデ

ザイン手法により、自然的な印象の空間づくりを実現させ

ている（写真－ 1）。

また、環境的側面に着目した管理手法としては、近年、

環境創造事業等に適用が検討されている順応的管理 2）があ

る。これは、自然再生事業の際に、まず管理目標を設定し、

事業が進むにつれ、自然環境や社会的背景の変化に対応し、

目標が達成されているかモニタリングを行う。その際に、

目標が達成されていない場合には、計画の修正を検討し、

継続的に環境創造の内容を改善しながら管理していくもの

である。

一方、研究論文としては、海岸整備において、空間の形

成過程を見据え、整備段階に応じて魅力的な景観を形成す
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写真－ 1　施工段階までデザイン行為を及ばせることで自

然的な空間を整備した事例（福島県阿武隈川）
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るといった時間の系（自然の形成過程）を織り込んだ景観整

備手法としてエコロジカルスケープを提案したもの 3）があ

る。

こうした先行事例や研究論文を踏まえると、本稿で提案

するモニタリング型の段階的整備手法が意図するように、

竣工後の姿だけでなく空間整備のプロセスに着目し、モニ

タリングにより周辺環境への影響や空間状況の変化を確認

しながら必要に応じて見直しや修正を加えつつ整備を進め

ていくことは実現可能であり、本手法を人工海浜整備へ適

用することにより、防護、環境と利用を調和させた空間整

備のための一方策を確立することが望まれる。

3.	 清水港新興津地区人工海浜・緑地基本計画の概要

（1）	基本計画の策定目的

清水港興津地区（静岡県静岡市）は、かつて東海道五十三

次の十七番目の宿場町「興津宿」として栄え、海浜と背後

地が一体となった避暑地として全国的にも有名であった。

その後、1878 年に清水波止場が築造され、清水港の港湾

機能の拡張に伴い、興津地区に国道 1 号のバイパスが建

設されたことにより、海岸は埋め立てられ、人々と海辺と

のかかわりは希薄となった（写真－ 2、3）。

そこで本事業では、埋立により消失した浜を人工海浜（延

長 800m）として再生し、背後地との連続性を確保するこ

とで、人々の利用や生活を通じた海辺とのかかわりを取り

戻し、地域の活性化に寄与できる基本計画を策定した（図

－ 1）。

（2）	計画対象地の状況

人工海浜の計画対象地は、海象条件が厳しい駿河湾に面

した清水港の新興津地区に位置しており、東側には興津

川があり、西側には新興津埠頭コンテナターミナルが整備

されている。海岸線には、静清バイパスの護岸として消波

ブロック混成堤が整備されており、約 4m の護岸パラペッ

トにより背後地から海域を眺めることはできない（写真－

4）。

しかし、人工海浜が竣工し、そこから沖合方向を眺めた

際には、わが国の三大松原である三保の松原や伊豆半島を、

背後方向には富士山を目にすることができるようになる。

このように、計画対象地の周辺には、貴重な景観要素が多

く存在しており、地域住民や来訪者が印象深く、かつ良好

な環境を享受できることが利用面における大きな特徴の一

つである。

4.	 人工海浜・緑地整備における課題と整備方針

基本計画の策定にあたっては、学識経験者や行政関係者

による委員会、および地元住民を中心としてメンバーを公

募したワークショップを設置し、住民の意見を基本とし、

海岸工学、生態、景観、まちづくり等の専門家による多角

的な検討を行った。並行して、委員会・ワークショップに

おける指摘・意見、文献や既存報告書の調査および現地踏

写真－ 2　静清バイパスが整備される前の海岸の状況 4）

写真－ 3　静清バイパスが整備された後の海岸の状況 5）

図－ 1　位置図 6）

写真－ 4　背後地からみた計画対象地の現状
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査を行い、人工海浜整備における課題を整理した。

その結果、以下の 3 つを本計画において解決すべき主た

る課題とした。

（1）	砂浜の安定性、背後地域の越波に対する安全性の確保

対象地は駿河湾に面しており、三保半島の遮蔽域から外

れるため、荒天時には高波浪が来襲する場所となる。その

ため、人工海浜を整備するためには、砂浜の安定性や越波

に対する背後地の安全性を確保する必要がある。

（2）	愛着を抱くことができ、賑わいのある海岸利用の確立

人工海浜・緑地は、静清バイパス、既設護岸の地先に整

備されるため、背後地域からは見えにくいうえに、アクセ

スが限定されてしまう。さらに、人工海浜整備は長期間を

要するため、住民の関心が薄れ、竣工後には利用頻度が低

下し、賑わいが消失することも懸念される。そのため、人

工海浜・緑地の整備では、住民が愛着を抱くことができ、

海岸へ訪れたくなるような利用形態や仕組みを確立する必

要がある。

（3）	周辺環境に及ぼす影響への配慮

計画対象地の東側には興津川が位置しており、河口部に

土砂が堆積することから定期的に浚渫を実施している。ま

た、興津川はアユの生息地として全国的にも有名であり、

稚魚は一時的に河口部の海岸（砕波帯付近）で生活し、やが

て興津川へ遡上することとなる。そのため、人工海浜・緑

地の整備にあたっては、海岸構造物の設置に伴い、興津川

の河口閉塞やアユの稚魚等の生態系へ悪影響を及ぼさぬよ

うに配慮する必要がある。

以上の課題を踏まえ、人工海浜・緑地の整備方針として、

以下の 3 つを設定した。

①【防護】厳しい自然条件に適合した空間づくり

②【利用】地域住民や来訪者が愛着を育める空間づくり

③【環境】周辺の自然環境と調和した空間づくり

5.	 モニタリング型の段階的整備手法の提案

（1）	従来の人工海浜整備手法の適用の問題点

人工海浜の整備は、一般的に基本計画においてシ

ミュレーション検討などにより外郭施設（離岸堤、突

堤、護岸等）の完成型を決定し、基本設計・実施設計を

経て、海岸構造物の建設、緑地の造成、養浜、陸上施

設の整備と順次進められていき、（部分的に供用される

こともあるが）基本的には竣工後に供用されることとなる。

こうした整備手法を本事業に導入した場合の問題点として

は、以下の 3 つが懸念される。

① 竣工後に砂浜が安定せずに流失してしまう事例が全

国で数多くみられるように、人工海浜（砂浜）の導入

の可否判断をシミュレーション検討による評価だけ

で行うことには限界があると考えられる。とりわけ、

海象条件が厳しい当該海域では、砂浜が流失してし

まった場合に維持管理や対策工に膨大な費用が必要

となることが予見される。

② 一般的に人工海浜整備は、工事期間が長く、竣工ま

で十数年を要するため、住民参加型で基本計画を策

定しても、実際に利用できる竣工時までは意見や要

望が反映されない空白期間が生ずることとなる。そ

のため時間の経過とともに人工海浜・緑地への関心

が薄れてしまい、竣工後には積極的に利用されなく

なることも懸念される。

③ 生態系や波浪、海浜流等の複雑な事象のバランスの

うえに成立している海域環境では、海岸構造物を整

備した後に周辺環境への悪影響が明らかになった場

合、従前の環境へ復元することがきわめて困難であ

る。

（2）	モニタリング型の段階的整備手法の導入

人工海浜整備における課題および既存手法の適用の問題

点を踏まえ、本事業では人工海浜を整備するプロセスに着

目し、砂浜・海岸構造物の安定性や周辺環境への影響のモ

ニタリング、植栽（松林）の生育管理をしながら、人々と海

岸とのかかわりを通じて空間を作り上げていくための一つ

の手法として、｢ モニタリング型の段階的整備 ｣ を導入し

た（図－ 2）。

このように整備プロセスを通じた事業全体の枠組みを基

本計画として策定することにより、砂浜の安定性や周辺

環境への影響等の不明確な事項に迅速に対応できるととも

に、住民の継続的な事業への参加により利用しやすい空間

を作り上げていくことで、防護、環境、利用を調和させた、

地域の気候風土に馴染んだ空間形成が実現できるものと認

識する。

（3）	モニタリング型の段階的整備の具体的手法

1）	【防護】厳しい自然条件に適合した空間づくり

人工海浜は、法線方向に工区割りをして、年次施工

により整備していくのではなく、全体を PHASE-1 と

PHASE-2 の 2 期に分割して、段階的に整備していく。さ

らに、 PHASE-2 においては、 PHASE-1 で蓄積したモニ

タリング結果をもとに、空間のあり方を検討し、その結果

を踏まえて整備形状を決定することとした。そのため、基

本計画としては、完成時の形状を決定するのではなく、暫

定的な整備案を設定し、モニタリング結果に基づく現地へ

の適合性を考慮して、最も当該環境に馴染む形状へと変更

できる枠組みを取り決めた。
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2）	【利用】地域住民や来訪者が愛着を育める空間づくり

地域住民等にできるだけ多く人工海浜・緑地に接する機

会を設けるために、人工海浜・緑地の整備途中において、

安全が確保できる場所（例えば、造成が終わった緑地部分

等）については、地域住民や来訪者に施設整備の良否を実

体験してもらえるよう部分的に供用していく。また海岸構

造物、植栽や造成高等の人工海浜・緑地の骨格は基本計画

において決定し、園路、ベンチや東屋等の施設については、

利用状況をみながら、ワークショップ等により適宜、決定

していく。さらに植栽については、地域住民の愛着を育む

ために、官民協働により植林（幼木）から、中木、成木への

育成管理を行うことによって松林を段階的に形成していく

こととした。

3）	【環境】周辺の自然環境と調和した空間づくり

事業の実施にあたっては、構造物の設置による周辺環境

への影響についてモニタリングしながら整備を進めてい

き、モニタリング結果により異常が確認された場合には、

適宜、計画を見直し・修正していくこととした。

6.	 おわりに

公共投資が縮減されていくなか、水辺を市民に開放する

ための環境整備事業は、大幅に縮小される傾向にある。こ

うしたなか、着実に事業を進めていくためには、市民との

適切な合意形成のもと、被災等により事業が中止や後戻り

せぬよう、官民が一体となって海岸整備を推進していくこ

とが重要である。

以上の認識のもと、本計画では人々と海岸とのかかわり

を通じて空間を作り上げていく、モニタリング型の段階

的整備手法を提案した。これにより、当該海域のように厳

しい波浪条件や貴重な自然環境への影響が懸念されるなか

で、防護、環境、利用を調和させた人工海浜整備が実現さ

れるとともに、後戻りが少ないことからトータルコストの

低減にも寄与できるものと考える。さらに、利用者である

市民が手作り感覚で事業へ直接的に関与しながら愛着を抱

ける仕組みを形成したことは、竣工後の管理への積極的な

参加を促し、官民協働による効率的な維持管理の実現につ

ながるものといえよう。そのためには、今後ともワーク

ショップによる検討を継続させていくとともに、将来的な

官民協働による維持管理を見据えた体制づくりについて検

討していく必要がある。

図－ 2　モニタリング型の段階的整備の具体的手法
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また、本事業は国補事業制度を活用するものであるが、

現制度では事業費のイニシャルコストのみが補助対象とな

り、段階的に整備していく施設については対象外となる。

そのため、これらの施設については、駐車場の有料化によ

る収益や指定管理者制度の活用等により、対応していく必

要があることを今後の課題として付記する。
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